
仕 様 書 
 

1. 件  名  データ入力処理委託 

2. 期  間  契約締結日の翌日から令和 9年 3月 31 日まで 

3. 履行場所  区指定場所 

4. 業務概要 

(1) 入力データの種類は、別紙 1「データ入力レイアウト」に基づくこととし、区から依頼

された入力作業を行い、別途指定する期日までに成果物を納入すること。区からの依

頼件数の参考値は、別紙 2「入力予定件数一覧表」のとおりとし、原則依頼された全て

の件数を区の指定期間内に処理するものとする。ただし、予測された件数と実作業量

が大きく乖離する場合には、区と受託者の間において別途協議するものとする。 

(2) データ作成にあたっては、必ず異なる技術者がベリファイ作業を行うこと。 

(3) 受託者の施設で上記業務を行うこと。また、当該施設から区まで原票および入力デー

タを納品すること。 

5. 委託内容等 

(1) 受け渡しと搬送 

① 受渡し場所 

各種入力原票および納品物の授受は、原則として品川区役所第二庁舎 8 階デジタ

ル推進課で行う。契約期間中の受渡し見込回数は、別紙 2「入力予定件数一覧表」

のとおり。ただし、記載の見込回数は予定であり、これを超える場合であっても

下回る場合であっても単価を変更しないこと。 

② 受渡し時間 

入力原票・納品物の授受は、原則として、毎開庁日に区が指定した時間帯に行う。

受託者と協議し 1時間を目安に指定する。 

③ 受け渡し方法 

各種入力原票および納品物の授受は、原則としてデジタル推進課で行う。 

④ 受け渡しの確認 

入力原票および納品物の受け渡しを行う際は、原則として書面による確認を行う。 

(2) 入力仕様確認作業 

データ入力の本運用を開始する前に、原則として各種入力原票にかかる入力仕様の確

認とテストを行う。 

① 入力仕様の確認 

受託者は入力仕様および条件について記載内容の確認を行い、不明な点がある場

合は区に問い合わせするなどして仕様書の内容に疑義のないよう十分な確認を行

うこと。 

② テスト用データの作成 

テスト用に準備した入力原票をもとにデータ入力を行い、納品する。再テストの

要求に対して再度データ入力を行うこと。 

③ 入力・編集プログラムの作成及びテストは業務開始までに完了すること。 

(3) 搬送について 

① 各種入力原票および納品物を搬送する際に必要となる物品（車・トランク等）は、

すべて受託者の負担と責任において用意すること。 

② 各種入力原票は、鍵付きの搬送袋等に入れて搬送時に直接第三者の目に触れない

ように搬送し、入力原票・納品物等の盗難・紛失に遭うことのないように十分注

別紙 



意すること。 

③ 受託者は、成果物の納品前に事故が発生した時は、その事故発生の理由に関わら

ず、直ちにその状況、処理対策等を区に報告し、入力原票の飛散、紛失等を防ぐ

措置を行った後、書面により区に詳細な報告ならびにその後の対応案を提出する

こと。 

④ 受託者は、本運用前までに運搬者名簿（会社名、所属、氏名を記載）を区へ提出

すること。 

6. 作業要件 

(1) 施設について 

品川区役所から 2 時間以内で、セキュリティが担保された受託者所有施設とする。ま

た入力原票、電子媒体等の社内保管時は施錠された保管庫で保管すること。 

(2) 入力データついて 

① 入力データの種類は、別紙 1「データ入力レイアウト」に基づくこととし、区から

依頼された入力作業を行い、別途指定する期日までに成果物を納入すること。 

② 区からの予定数量は、別紙 2「入力予定件数一覧表」のとおりとし、原則依頼され

た全ての件数を区の指定期間内に処理するものとする。ただし、予測された件数

と実作業量が大きく乖離する場合には、区と受託者の間において別途協議するも

のとする。 

③ データ作成にあたっては、必ず異なる技術者がベリファイ作業を行うこと。災害

時等不測の事態に備え、データのバックアップを行うこと。期間その他は区と協

議して決定すること。 

④ 毎月、前月分の「データエントリ実績表」を納品すること。様式は区と受託者が

協議し決定すること。 

(3) スケジュールついて 

① 各種入力原票ごとの納期については、別紙 2「入力予定件数一覧表」に示すとおり。 

② 各種入力原票および納品物の授受にかかるスケジュールは、別途「データ入力年

間スケジュール表」を提示することとし、様式は別途協議すること。区の提供す

るスケジュールに変更の必要が生じた場合は、区と協議の上対応すること。 

(4) 媒体について 

① ＵＳＢメモリまたは区で契約しているファイル送受信サービスを使用すること。

各データの媒体を変更する必要が生じた際は、区と協議の上、これを変更するこ

と。USB メモリ以外の媒体を使用する場合は事前に区と協議すること。 

② 不良媒体等の不測の事態に備えるため、入力データを格納した媒体は正・副の２

本を作成すること。 

③ 媒体は区が用意するものとし、入力原票を受け取る際に納品に必要な媒体を受け

取ること。 

(5) 誤入力等により、納品したデータの一部に問題があることが判明した場合は、理由・

経緯および改善策等を具体的に記した文書（事故報告書等）を区に提出し承認を得る

こと。 

(6) 当該業務従事者を常用雇用労働者から確保すること。再委託は原則不可とするが実施

する場合は事前に協議すること。 

(7) 委託の履行に必要な機器の調達がある場合は費用に含めること。 

7. 支払い方法 

支払いは月ごととし、毎月の履行検査完了後、適法な請求書に基づき３０日以内に支払う。 

8. 成果物の帰属 



区の指示により記録媒体に記録したデータは、すべて区に帰属する。 

9. 秘密保持 

(1) 業務の実施にあたり直接又は間接的に知り得た情報を、外部に漏らし又は他の目的に

利用してはならない。また、この契約が解除された後においても同様とする。 
(2) 区の指示無くして区の保有する原票および磁気記録情報等を複写してはならない。

また、磁気記録媒体、帳票等の物件を外部に移動、提供、もしくは提示してはなら

ない。 

(3) 区が立入りを認めた場所以外の立入りはできない。 

(4) 受託者は、受託業務を遂行するにあたっては、別紙3「個人情報の保護に関する特記事

項」を遵守すること。 

10. その他 

(1) 一般財団法人日本情報経済社会推進協会が付与しているプライバシーマークや情報セ

キュリティマネジメントシステム（ISMS）等、個人情報について適切な保護措置を講

ずる体制を整備している事業者としての認定を受けていること。 

(2) 本仕様書の内容に疑義が生じた場合、または本仕様書に定めのない場合は、区と受託

者との協議により定めるものとする。 

(3) 本契約の履行にあたって、自動車を使用し、または使用させる場合は、「都民の健康と

安全を確保する環境に関する条例｣(平成 12 年東京都条例第 215 号)他、各県条例に規

定するディーゼル車規制に適合する自動車とすること。なお、適合の確認のために、

区の職員が当該自動車の「自動車検査証（車検書)」、「粒子状物質減少装置装着証明書」

等の提示または写しの提出を求めた場合は、速やかに提示または提出すること。 

(4) 区は、区独自の仕組みである「しながわエコリンク」（環境マネジメントシステム）に

基づき、全庁を挙げて環境への取組を推進していることから、契約の履行にあたって

は次に掲げる事項について配慮すること。 

① 業務の効率的な実施を心がけ、省エネルギー・省資源に努めること。 

② 業務に関連する環境法令を遵守し、環境や人に環境を及ぼす事故を防止するこ

と。 

担 当 

品川区企画経営部 デジタル推進課 情報推進担当 尾藤 

電話 5742-6619、fax5742-7164 

※連絡先の変更については、区の指示するところによるものとする。 

 

 



所属 税務課　収納管理係
データ名
帳票名 特徴納入書済通
説明 特別区民税・都民税・森林環境税（特別徴収分）の窓口・地域

センターで受け付けたものや私製分の納入済通知書。

⑭

⑮

⑲

別紙１　データ入力レイアウト



所属 税務課　収納管理係
データ名
帳票名 特徴納入書済通
説明 窓口・地域センターで受け付けた特別区民税・都民税・森林環

境税（特別徴収分）の納入済通知書。

② ⑤ ④

⑥

⑦

⑨

⑪

⑯



所属 税務課　収納管理係
データ名
帳票名 特徴納入書済通
説明 窓口・地域センターで受け付けた特別区民税・都民税・森林環

境税（特別徴収分）の納入済通知書。

② ③ ④

⑤ ⑥ ⑨

⑯



所属 税務課　収納管理係
データ名
帳票名 特徴納入書済通
説明 窓口・地域センターで受け付けた特別区民税・都民税・森林環

境税（特別徴収分）の納入済通知書。

②③⑤ ④

⑥
⑦

⑨

⑪

⑯



①③⑩仕様

データ部

No 項目
開始
位置

桁 編集仕様

1 税目コード 1 2 12 宛名の税目コードに従い設定。

2 賦課年度 3 4

西暦年(4桁)
③はそのまま設定。
①⑩について、1～5月分はマイナス1し、6～12月分はそ
のまま指定。
例）2026年1月分→「2025」年度1月分
　　2026年6月分→「2026」年度6月分

調定年度を西暦で設定。
年度管理は６月～５月。
（例）2025年6月分～2026年5月分は
2025年度、2026年6月分～2027年5月
分は2026年度。
※和暦について、「4」は平成、「5」は令
和で表記される。

3 課税年度 7 4

西暦年(4桁)
※「2.賦課年度」と同じ値を設定
③はそのまま設定。
①⑩について、1～5月分はマイナス1し、6～12月分はそ
のまま指定。
例）2026年1月分→「2025」年度1月分
　　2026年6月分→「2026」年度6月分

課税年度を西暦で設定。
「2. 賦課年度」と同じ値を設定する。

4 通知書番号 11 14 0000(4桁)＋指定番号(10桁)
指定番号を設定。9桁の場合は先頭に
「0」を追加。「032」から始まる11桁の場
合は先頭の「0」を削除。

5 期月 25 2
月(2桁)
済通徴収月より編集

期月を設定。

6 納付額 27 11
　　納付額(11桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

本税の納付額を設定。
※コンビニおよびＭＰＮの場合、金種
ごとの金額は把握できないため、納付
された全額を設定。
※法人納付書パンチ入力で、法人税
割額と均等割額が別に記載されてい
る場合、法人税割額を設定。

7 退職所得税 38 11
　　納付額(11桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

退職分離課税分の納付額を設定。
※法人納付書パンチ入力で、法人税
割額と均等割額が別に記載されてい
る場合、均等割額を設定。
※事業所、たばこ、入湯、鉱産の納付
書パンチ入力で、申告加算金があれ
ば設定。

8 報奨金 49 9
000000000
（0×9桁）

常にゼロ。

9 延滞金 58 9
　　納付額(9桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

延滞金の納付額を設定。
※再発行納付書の手書き延滞金欄に
数字（手書き、印字を問わず）があれ
ばその値を設定し、なければＯＣＲライ
ン部から延滞金を設定。

10 督促手数料 67 4
0000
（0×4桁）

督促手数料の納付額を設定。
※再発行納付書の手書き督促手数料
欄に数字（手書き、印字を問わず）が
あればその値を設定し、なければＯＣ
Ｒライン部から督促手数料を設定。

11 合計金額 71 11
　　納付額(11桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

③の場合、「６.　納付額」と「９.　延滞
金」の合計（納付書に印字なし）
納付額＋退職所得税＋延滞金＋督促
手数料－報奨金

12 事業年度開始日 82 8 空白(8桁) 税目が申告税の場合、設定。

13 事業年度終了日 90 8 空白(8桁) 税目が申告税の場合、設定。

14 金融機関コード 98 7
バッチ番号（6桁）+0（1桁）
注１）数字は左寄せ
注２）余白は０

括束番号（収納日および金融機関ごと
の、済通の束番号）を表す。

15 収納日 105 8 西暦年月日(8桁) 公金となった日付を設定。

16 領収日 113 8 西暦年月日(8桁) 領収した日付を設定。

17 収納チャネル区分 121 1 2

納付書、口座、コンビニ、スマホ決済、
クレジット、ＭＰＮ、代理納付のチャネ
ルを表す。
０：納付書ＯＣＲ、２：パンチ、３：スマホ
決済、４：クレジット、６：ＭＰＮ、７：コン
ビニ、８：口座振替、９：代理納付

18 データ通し番号 122 6

　　　??????
 　　(？×6桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

括束連番（括束番号ごとの連番）を表
す。
先行区ではデータ通し番号は２通りあ
り、ファイル単位での通番または金融
機関コード単位の通番を設定していま
す。

19 納付書種類 128 3

①001（賦課納付書）
③003（再発行用納付書）
⑩014（手書き納付書）
(3桁)

納付書種類を設定。※コード設計書参
照

20 予備１ 131 31 空白(31桁) ダミー・エリア

21 分納調書番号 162 8
00000000
（0×8桁）

納付書に記載された調書番号を設定。
（分納の納付書のみ）

22 分納回数 170 2
00
（0×2桁）

納付書に記載された分納回数を設定。
（分納の納付書のみ）

23 データ識別コード 172 2 空白(2桁)
「０１」･･･速報
「０２」･･･確報
「０３」･･･取消

24 申告区分 174 3 空白(3桁) 税目が申告税の場合、設定。

25 申告連番 177 4 空白(4桁)

税目が申告税の場合、設定。
※申告連番が４桁に満たない場合は
左詰めで設定し、残りの桁は空白とす
る。

26 納付区分 181 2 空白(2桁)
ＯＣＲ納付書での納付分のみ納付区
分を設定。※コード設計書参照

27 納付番号 183 20 空白(20桁)

ＯＣＲの場合、納付書を一意に特定で
きる値の１～１２桁目を設定。
コンビニ、クレジットの場合、バーコード
自由使用欄２～２１桁目（２０桁）を設
定。

ＭＰＮの場合、納付番号を設定
口座振替の場合、顧客番号（２０桁）か
ら下記のとおり設定。
・顧客番号の１～１２桁目（１２桁）⇒納
付番号の１～１２桁目
・空白（８桁）⇒納付番号の１３～２０桁
目

28 確認番号 203 6 空白(6桁)

ＯＣＲの場合、納付書を一意に特定で
きる値の１３～１６桁目を設定。
コンビニ、クレジットの場合、空白を設
定。
ＭＰＮの場合、ＯＣＲ済通データの６２
～６７桁目（６桁）を設定。
口座振替の場合、顧客番号（２０桁）か
ら下記のとおり設定。
・顧客番号の１３～１８桁目（６桁）⇒確
認番号の１～６桁目

29 納付チャネル区分 209 2 空白(2桁)
ＭＰＮ、共通納税の場合、収入データ
の納付チャネル区分を設定。

30 旧納付書フラグ 211 1 空白(1桁)

入金データ種別が通知書番号に該当
(納付番号、確認番号が空白)する消込
において、旧MICJETで発行された納
付書を用いた消込の場合"1"を設定す
る。
※消込キー変換が必要であるか判定
するために使用する。移行前と移行後
で通知書番号の体系が異なる場合に
消込キー変換が必要であるが、移行
データは通知書番号＝0＋指定番号で
移行されており、消込データの通知書
番号は0＋指定番号で編集しており、
消込キー変換の必要はないため、空
白設定で問題ない。

31 予備２ 212 41 空白(46桁) ダミー・エリア

データ内容 納付書
ファイル名 「CA20A10JMKOYUU_」までは固定で、この後ろに英数字で10文字以内程度の任意の判別しやすい名称を付けていただければと思います。拡張子 「dat」
可変or固定 固定 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 252桁
改行 あり 文字コード S-JIS
持込サイクル 日次 納品期日 当日15時まで
納品方法 CD 主管課 税務課収納管理係
担当者 内線 3411～3415・3368

その他 対象がない日は連絡します。
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所属 税務課　収納管理係
データ名
帳票名 4連領収書
説明 窓口・地域センターで受け付けた特別区民税・都民税・森林環

境税（普通徴収分・特別徴収分）および軽自動車税（種別割）
の納入済通知書。

【日計箋】 【データ部】

⑥ ⑨

⑪
⑭

⑮

⑯

㉗（2行目3～14桁目）㉘（15～20桁目）



②4連領収書仕様

データ部

No 項目
開始
位置

桁 編集仕様

1 税目コード 1 2
00
（0×2桁）

宛名の税目コードに従い設定。

2 賦課年度 3 4
0000
（0×4桁）

調定年度を西暦で設定。

3 課税年度 7 4
0000
（0×4桁）

課税年度を西暦で設定。

4 通知書番号 11 14
00000000000000
（0×14桁）

通知書番号を設定。

5 期月 25 2
00
（0×2桁）

期月を設定。

6 納付額 27 11
　　納付額(11桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

本税の納付額を設定。
※コンビニおよびＭＰＮの場合、金種ご
との金額は把握できないため、納付さ
れた全額を設定。
※法人納付書パンチ入力で、法人税
割額と均等割額が別に記載されてい
る場合、法人税割額を設定。

7 退職所得税 38 11
00000000000
（0×11桁）

退職分離課税分の納付額を設定。
※法人納付書パンチ入力で、法人税
割額と均等割額が別に記載されてい
る場合、均等割額を設定。
※事業所、たばこ、入湯、鉱産の納付
書パンチ入力で、申告加算金があれ
ば設定。

8 報奨金 49 9
000000000
（0×9桁）

常にゼロ。

9 延滞金 58 9
　　納付額(9桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

延滞金の納付額を設定。
※再発行納付書の手書き延滞金欄に
数字（手書き、印字を問わず）があれ
ばその値を設定し、なければＯＣＲライ
ン部から延滞金を設定。

10 督促手数料 67 4
0000
（0×4桁）

督促手数料の納付額を設定。
※再発行納付書の手書き督促手数料
欄に数字（手書き、印字を問わず）が
あればその値を設定し、なければＯＣ
Ｒライン部から督促手数料を設定。

11 合計金額 71 11
　　納付額(11桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

納付額＋退職所得税＋延滞金＋督促
手数料－報奨金

12 事業年度開始日 82 8 空白(8桁) 税目が申告税の場合、設定。

13 事業年度終了日 90 8 空白(8桁) 税目が申告税の場合、設定。

14 金融機関コード 98 7
バッチ番号（6桁）+0（1桁）
注１）数字は左寄せ
注２）余白は０

括束番号（収納日および金融機関ごと
の、済通の束番号）を表す。

15 収納日 105 8 西暦年月日(8桁) 公金となった日付を設定。

16 領収日 113 8 西暦年月日(8桁) 領収した日付を設定。

17 収納チャネル区分 121 1 0

納付書、口座、コンビニ、スマホ決済、
クレジット、ＭＰＮ、代理納付のチャネ
ルを表す。
０：納付書ＯＣＲ、２：パンチ、３：スマホ
決済、４：クレジット、６：ＭＰＮ、７：コン
ビニ、８：口座振替、９：代理納付

18 データ通し番号 122 6

　　　??????
 　　(？×6桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

括束連番（括束番号ごとの連番）を表
す。
先行区ではデータ通し番号は２通りあ
り、ファイル単位での通番または金融
機関コード単位の通番を設定していま
す。

19 納付書種類 128 3 空白(3桁) 納付書種類を設定。※コード設計書参
照

20 予備１ 131 31 空白(31桁) ダミー・エリア

21 分納調書番号 162 8
00000000
（0×8桁）

納付書に記載された調書番号を設定。
（分納の納付書のみ）

22 分納回数 170 2
00
（0×2桁）

納付書に記載された分納回数を設定。
（分納の納付書のみ）

23 データ識別コード 172 2 空白(2桁)
「０１」･･･速報
「０２」･･･確報
「０３」･･･取消

24 申告区分 174 3 空白(3桁) 税目が申告税の場合、設定。

25 申告連番 177 4 空白(4桁)

税目が申告税の場合、設定。
※申告連番が４桁に満たない場合は
左詰めで設定し、残りの桁は空白とす
る。

26 納付区分 181 2 11（固定）
「11」固定。
ＯＣＲ納付書での納付分のみ納付区
分を設定。※コード設計書参照

27 納付番号 183 20 納付番号12桁＋空白(8桁)

ＯＣＲの場合、納付書を一意に特定で
きる値の１～１２桁目を設定。
コンビニ、クレジットの場合、バーコード
自由使用欄２～２１桁目（２０桁）を設
定。

ＭＰＮの場合、納付番号を設定
口座振替の場合、顧客番号（２０桁）か
ら下記のとおり設定。
・顧客番号の１～１２桁目（１２桁）⇒納
付番号の１～１２桁目
・空白（８桁）⇒納付番号の１３～２０桁
目

28 確認番号 203 6 確認番号(6桁)

ＯＣＲの場合、納付書を一意に特定で
きる値の１３～１６桁目を設定。
コンビニ、クレジットの場合、空白を設
定。
ＭＰＮの場合、ＯＣＲ済通データの６２
～６７桁目（６桁）を設定。
口座振替の場合、顧客番号（２０桁）か
ら下記のとおり設定。
・顧客番号の１３～１８桁目（６桁）⇒確
認番号の１～６桁目

29 納付チャネル区分 209 2 空白(2桁)
ＭＰＮ、共通納税の場合、収入データ
の納付チャネル区分を設定。

30 旧納付書フラグ 211 1 空白(1桁)

入金データ種別が通知書番号に該当
(納付番号、確認番号が空白)する消込
において、旧MICJETで発行された納
付書を用いた消込の場合"1"を設定す
る。
※消込キー変換が必要であるか判定
するために使用する。移行前と移行後
で通知書番号の体系が異なる場合に
消込キー変換が必要であるが、移行
データは通知書番号＝0＋指定番号で
移行されており、消込データの通知書
番号は0＋指定番号で編集しており、
消込キー変換の必要はないため、空
白設定で問題ない。

31 予備２ 212 41 空白(46桁) ダミー・エリア

データ内容 納付書
ファイル名 「CA20A10JMKOYUU_」までは固定で、この後ろに英数字で10文字以内程度の任意の判別しやすい名称を付けていただければと思います。拡張子 「dat」
可変or固定 固定 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 252桁
改行 あり 文字コード S-JIS
持込サイクル 日次 納品期日 当日15時まで
納品方法 CD 主管課 税務課収納管理係

担当者 内線 3411～3415・3368

その他 対象がない日は連絡します。
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所属 税務課　収納管理係
データ名
帳票名 再発行用納付書MPN
説明 換価・郵振・郵送徴収・出張徴収分の納入済通知書。

【日計箋】 【データ部】

⑭

⑮

⑲

①㉗

④ ⑤ ⑥ ⑨

⑯

㉘

②



④⑪⑫⑬仕様

データ部

No 項目
開始
位置

桁 編集仕様

1 税目コード 1 2 納付番号先頭2桁 宛名の税目コードに従い設定。

2 賦課年度 3 4 西暦年(4桁) 調定年度を西暦で設定。

3 課税年度 7 4 西暦年(4桁)

賦課年度の後ろに括弧で別の年度が
記載されていればその年度、記載され
ていなければ「2.　賦課年度」と同じ値
を設定。
（例）
・令和７年度（令和６年度）→2024
・令和７年度→2025
課税年度を西暦で設定。

4 通知書番号 11 14 0000(4桁)＋通知書番号(10桁) 通知書番号を設定。

5 期月 25 2

明細欄の期別を設定
・普徴⇒「○期」の○先頭に0を付けた値を設定（例：01）
・特徴、および軽自以外の過年度随時（調定年度≠課税
年度）
   ⇒「○○月」の〇〇を設定（〇〇が１桁の場合、先頭に0
を付加、例：01）
・軽自⇒「01」固定

期月を設定。

6 納付額 27 11
　　納付額(11桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

本税の納付額を設定。
※コンビニおよびＭＰＮの場合、金種
ごとの金額は把握できないため、納付
された全額を設定。
※法人納付書パンチ入力で、法人税
割額と均等割額が別に記載されてい
る場合、法人税割額を設定。

7 退職所得税 38 11
　　納付額(11桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

退職分離課税分の納付額を設定。
※法人納付書パンチ入力で、法人税
割額と均等割額が別に記載されてい
る場合、均等割額を設定。
※事業所、たばこ、入湯、鉱産の納付
書パンチ入力で、申告加算金があれ
ば設定。

8 報奨金 49 9
000000000
（0×9桁）

常にゼロ。

9 延滞金 58 9
　　納付額(9桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

延滞金の納付額を設定。
※再発行納付書の手書き延滞金欄に
数字（手書き、印字を問わず）があれ
ばその値を設定し、なければＯＣＲライ
ン部から延滞金を設定。

10 督促手数料 67 4
0000
（0×4桁）

督促手数料の納付額を設定。
※再発行納付書の手書き督促手数料
欄に数字（手書き、印字を問わず）が
あればその値を設定し、なければＯＣ
Ｒライン部から督促手数料を設定。

11 合計金額 71 11
　　納付額(11桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

「6.　納付額」と「9.　延滞金」の合計
（納付書に印字なし）
納付額＋退職所得税＋延滞金＋督促
手数料－報奨金

12 事業年度開始日 82 8 空白(8桁) 税目が申告税の場合、設定。

13 事業年度終了日 90 8 空白(8桁) 税目が申告税の場合、設定。

14 金融機関コード 98 7
バッチ番号（6桁）+0（1桁）
注１）数字は左寄せ
注２）余白は０

括束番号（収納日および金融機関ごと
の、済通の束番号）を表す。
先行区では金融機関コードは独自の
ものかもしれませんがヘッダカード（日
計せんのようなおもて紙でしょうか）と
いうものがあり、そこに記載の4桁の数
値に000を付加した値を設定していま

15 収納日 105 8 西暦年月日(8桁) 公金となった日付を設定。

16 領収日 113 8 西暦年月日(8桁) 領収した日付を設定。

17 収納チャネル区分 121 1 2

納付書、口座、コンビニ、スマホ決済、
クレジット、ＭＰＮ、代理納付のチャネ
ルを表す。
０：納付書ＯＣＲ、２：パンチ、３：スマホ
決済、４：クレジット、６：ＭＰＮ、７：コン
ビニ、８：口座振替、９：代理納付

18 データ通し番号 122 6

　　　??????
 　　(？×6桁)
注１）数字は右寄せ
注２）余白は０

括束連番（括束番号ごとの連番）を表
す。
先行区ではデータ通し番号は２通りあ
り、ファイル単位での通番または金融
機関コード単位の通番を設定していま
す。

19 納付書種類 128 3

④E10（換価）
⑪E11（郵便振替）
⑫E12（郵送徴収）
⑬E20（出張徴収）
(3桁)

納付書種類を設定。※コード設計書参
照

20 予備１ 131 31 空白(31桁) ダミー・エリア

21 分納調書番号 162 8
00000000
（0×8桁）

納付書に記載された調書番号を設
定。（分納の納付書のみ）

22 分納回数 170 2
00
（0×2桁）

納付書に記載された分納回数を設
定。（分納の納付書のみ）

23 データ識別コード 172 2 空白(2桁)
「０１」･･･速報
「０２」･･･確報
「０３」･･･取消

24 申告区分 174 3 空白(3桁) 税目が申告税の場合、設定。

25 申告連番 177 4 空白(4桁)

税目が申告税の場合、設定。
※申告連番が４桁に満たない場合は
左詰めで設定し、残りの桁は空白とす
る。

26 納付区分 181 2 空白(2桁)
ＯＣＲ納付書での納付分のみ納付区
分を設定。※コード設計書参照

27 納付番号 183 20 納付番号12桁＋空白(8桁)

ＯＣＲの場合、納付書を一意に特定で
きる値の１～１２桁目を設定。
コンビニ、クレジットの場合、バーコー
ド自由使用欄２～２１桁目（２０桁）を設
定。

ＭＰＮの場合、納付番号を設定
口座振替の場合、顧客番号（２０桁）か
ら下記のとおり設定。
・顧客番号の１～１２桁目（１２桁）⇒納
付番号の１～１２桁目
・空白（８桁）⇒納付番号の１３～２０桁
目

28 確認番号 203 6 空白(6桁)

ＯＣＲの場合、納付書を一意に特定で
きる値の１３～１６桁目を設定。
コンビニ、クレジットの場合、空白を設
定。
ＭＰＮの場合、ＯＣＲ済通データの６２
～６７桁目（６桁）を設定。
口座振替の場合、顧客番号（２０桁）か
ら下記のとおり設定。
・顧客番号の１３～１８桁目（６桁）⇒確
認番号の１～６桁目

29 納付チャネル区分 209 2 空白(2桁)
ＭＰＮ、共通納税の場合、収入データ
の納付チャネル区分を設定。

30 旧納付書フラグ 211 1 空白(1桁)

入金データ種別が通知書番号に該当
(納付番号、確認番号が空白)する消
込において、旧MICJETで発行された
納付書を用いた消込の場合"1"を設
定する。
※消込キー変換が必要であるか判定
するために使用する。移行前と移行後
で通知書番号の体系が異なる場合に
消込キー変換が必要であるが、移行
データは通知書番号＝0＋指定番号
で移行されており、消込データの通知
書番号は0＋指定番号で編集してお
り、消込キー変換の必要はないため、
空白設定で問題ない。

31 予備２ 212 41 空白(46桁) ダミー・エリア

データ内容 納付書
ファイル名 「CA20A10JMKOYUU_」までは固定で、この後ろに英数字で10文字以内程度の任意の判別しやすい名称を付けていただければと思います。拡張子 「dat」
可変or固定 固定 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 252桁
改行 あり 文字コード S-JIS
持込サイクル 日次 納品期日 当日15時まで
納品方法 CD 主管課 税務課収納管理係

担当者 内線 3411～3415・3368

その他 対象がない日は連絡します。
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所属 国保医療年金課　収納係
データ名 給付費充当
帳票名 給付費充当
説明 給付費充当用の領収証書。



給付費充当仕様書

標準システム　期別納付書(MPN準拠)　ヘッダー部　※No.7、8、9は日計箋で入力内容を指定

No 項目
開始
位置

桁
数

編集仕様

1 データ長 1 4 「0055」固定
2 シート情報 5 8 半角スペース8桁
3 フォーマット名 13 8 半角スペース8桁
4 フォーマットID 21 2 「00」固定
5 フォーマットID予備 23 4 半角スペース4桁
6 SEQ番号 27 6 「000000」固定

7 収納日(和暦) 33 7
西暦を和暦変換する。
令和の場合は5YYMMDD
平成の場合は4YYMMDD

8 領収日(和暦) 40 7
領収日付印の西暦を和暦変換する。
令和の場合は5YYMMDD
平成の場合は4YYMMDD

9 束番号 47 6
束番号「40」&期別納付書(MPN準拠)のヘッダー部No7(収
納日(和暦))の下4桁
※領収日毎に40(初期値)からカウントアップ

10 一連番号初期値 53 3 「000」固定

標準システム　期別納付書(MPN準拠)　データ部
No 項目

開始
位置

桁数 編集仕様
1 データ長 1 4 「0078」固定
2 シート情報 5 8 半角スペース8桁
3 フォーマット名 13 8 半角スペース8桁
4 フォーマットID 21 2 「36」固定
5 フォーマットID予備 23 4 半角スペース4桁

6 SEQ番号 27 6
初期値「000001」から開始し、入力レコード1行に対して１
ずつカウントアップする。
束番号が変わるごとに初期値「000001」にする。

7 納付区分 33 3 「204」固定
8 確認番号 36 6 領収証書の「確認番号」
9 納付番号 42 13 領収証書の「納付番号」 ※前0埋め

10 納付額 55 11 領収証書の「納付金額」 ※前0埋め
11 口座区分コード 66 2 「82」固定
12 手入力督促料 68 3 「000」固定
13 手入力延滞金 71 8 領収証書の「延滞金」 ※前0埋め

データ内容 給付費充当
ファイル名 yyyymmdd給付費充当拡張子 csv
可変or固定 固定 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 10
改行 あり 文字コード UTF-8
持込サイクル 不定期（月数回） 納品期日 当日希望（難しければ翌日）

納品方法 CD 主管課 国保（収納）

担当者 新城 内線 3466

その他 ファイル名のyyyymmddはデータ作成年月日。

日計箋にデータ作成年月日・件数・金額・収納日・領収日・

束番号・口座区分コードを記載します。

領収日毎にヘッダーを出力。

2/2



所属 国保医療年金課　収納係
データ名 新納付書
帳票名 新納付書
説明 本庁舎・八潮地域センター窓口で受け付けた納入済通知書。



新納付書仕様書

ヘッダー部(コンビニ収納(標準))

No 項目
開始
位置

桁 編集仕様

1 ヘッダーレコード 1 1 「1」固定
2 作成年 2 4 データ作成年（西暦4桁）
3 作成月 6 2 データ作成月2桁　※前ゼロ埋め
4 作成日 8 2 データ作成日2桁　※前ゼロ埋め
5 小売業企業コード 10 6 「942831」固定
6 相手先企業コード 16 6 「000000」固定
7 スペース 22 79 スペース埋め

データ部(コンビニ収納(標準))

No 項目
開始
位置

桁 編集仕様

1 データレコード 1 1 「2」固定
2 データ種別 2 2 「02」固定
3 収納年 4 4 収納年（西暦4桁）
4 収納月 8 2 収納月2桁　※前ゼロ埋め
5 収納日 10 2 収納日2桁　※前ゼロ埋め
6 収納時 12 2 「00」固定
7 収納分 14 2 「00」固定
8 識別子 16 2 「91」固定
9 小売業企業コード 18 6 「942831」固定

10 収納代行会社企業コード 24 5 「14059」固定
11 税目コード 29 2 「11」固定　　
12 予備 31 1 「0」固定
13 管理番号 32 13 バーコード17桁目から13桁
14 再発行区分 45 1 バーコード30桁目から1桁
15 支払期限年 46 2 バーコード31桁目から2桁
16 支払期限月 48 2 バーコード33桁目から2桁
17 支払期限日 50 2 バーコード35桁目から2桁
18 印紙フラグ 52 1 「0」固定
19 金額 53 6 バーコード38桁目から6桁
20 CD 59 1 バーコード44桁目から1桁
21 収納店舗コード 60 7 「9999999」
22 支払予定日 67 8 「00000000」固定
23 経理処理日1 75 8 「00000000」固定
24 経理処理日2 83 8 「00000000」固定
25 余白 91 5 「00000」固定
26 小売業企業コード 96 5 「99999」固定

トレーラ部(コンビニ収納(標準))

No 項目
開始
位置

桁 編集仕様

1 トレーラレコード 1 1 「8」固定
2 速報件数 2 6 「000000」固定
3 速報合計額 8 11 「00000000000」固定
4 確報件数 19 6 データ部の件数をカウント　　※前ゼロ埋め
5 確報合計額 25 11 データ部の金額を合計する　※前ゼロ埋め
6 取消件数 36 6 「000000」固定
7 取消合計額 42 11 「00000000000」固定

データ内容 新納付書
ファイル名 yyyymmddnew納付 拡張子 csv
可変or固定 固定 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 7
改行 あり 文字コード SJIS
持込サイクル 日次 納品期日 当日希望（難しければ翌日）

納品方法 CD 主管課 国保（収納）
担当者 新城 内線 3466

その他 ファイル名のyyyymmddはデータ作成年月日。

日計箋にデータ作成年月日・件数・金額を記載します。

2/2



所属 国保医療年金課　収納係
データ名 換価
帳票名 換価
説明 換価用の領収証書。



換価仕様書

標準システム　期別納付書(MPN準拠)　ヘッダー部　※No.7、8、9は日計箋で入力内容を指定

No 項目
開始
位置

桁
数

編集仕様

1 データ長 1 4 「0055」固定
2 シート情報 5 8 半角スペース8桁
3 フォーマット名 13 8 半角スペース8桁
4 フォーマットID 21 2 「00」固定
5 フォーマットID予備 23 4 半角スペース4桁
6 SEQ番号 27 6 「000000」固定

7 収納日(和暦) 33 7
西暦を和暦変換する。
令和の場合は5YYMMDD
平成の場合は4YYMMDD

8 領収日(和暦) 40 7
領収日付印の西暦を和暦変換する。
令和の場合は5YYMMDD
平成の場合は4YYMMDD

9 束番号 47 6
束番号「40」&期別納付書(MPN準拠)のヘッダー部No7(収
納日(和暦))の下4桁
※領収日毎に40(初期値)からカウントアップ

10 一連番号初期値 53 3 「000」固定

標準システム　期別納付書(MPN準拠)　データ部
No 項目

開始
位置

桁数 編集仕様
1 データ長 1 4 「0078」固定
2 シート情報 5 8 半角スペース8桁
3 フォーマット名 13 8 半角スペース8桁
4 フォーマットID 21 2 「36」固定
5 フォーマットID予備 23 4 半角スペース4桁

6 SEQ番号 27 6
初期値「000001」から開始し、入力レコード1行に対して１
ずつカウントアップする。
束番号が変わるごとに初期値「000001」にする。

7 納付区分 33 3 「204」固定
8 確認番号 36 6 領収証書の「確認番号」
9 納付番号 42 13 領収証書の「納付番号」 ※前0埋め

10 納付額 55 11 領収証書の「納付金額」 ※前0埋め
11 口座区分コード 66 2 「80」固定
12 手入力督促料 68 3 「000」固定
13 手入力延滞金 71 8 領収証書の「延滞金」 ※前0埋め

データ内容 換価
ファイル名 yyyymmdd換価 拡張子 csv
可変or固定 固定 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 10
改行 あり 文字コード UTF-8
持込サイクル 不定期（月数回） 納品期日 当日希望（難しければ翌日）

納品方法 CD 主管課 国保（収納）

担当者 新城 内線 3466

その他 ファイル名のyyyymmddはデータ作成年月日。

日計箋にデータ作成年月日・件数・金額・収納日・領収日・

束番号・口座区分コードを記載します。

領収日毎にヘッダーを出力。

2/2



所属 国保医療年金課　収納係
データ名 督促状
帳票名 督促状
説明 公示送達する督促状。



督促状仕様書

ヘッダー部

No 項目 必須 桁 編集仕様

1 レコード区分 － －

2 返送年月日 － －

3 返送区分コード － －

4 返送理由 － －

データ部

No 項目 必須 桁 編集仕様

1 発行管理番号 ○ 13 帳票印字の発行管理番号。　※前ゼロ埋め

取込処理のバッチパラメータ「ファイルモード」に「0:
ヘッダなし」を指定する事を前提としているのでヘッダー
部は不要。(１レコード目からデータ部を作成する)

データ内容 督促状
ファイル名 督促 拡張子 csv
可変or固定 固定 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 0
改行 あり 文字コード UTF-8
持込サイクル 月次 納品期日 2営業日後の15時
納品方法 CD 主管課 国保（収納）
担当者 新城 内線 3466

その他

2/2



所属 国保医療年金課　資格係
データ名 賦課
帳票名 納入通知書
説明 公示送達する納入通知書。



納入通知書仕様書

ヘッダー部

No 項目 必須 桁 編集仕様

1 レコード区分 － －

2 返送年月日 － －

3 返送区分コード － －

4 返送理由 － －

データ部

No 項目 必須 桁 編集仕様

1 発行管理番号 ○ 13 帳票印字の発行管理番号。　※前ゼロ埋め

取込処理のバッチパラメータ「ファイルモード」に「0:
ヘッダなし」を指定する事を前提としているのでヘッダー
部は不要。(１レコード目からデータ部を作成する)

データ内容 納入通知書
ファイル名 賦課 拡張子 csv
可変or固定 固定 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 0
改行 あり 文字コード UTF-8
持込サイクル 月次 納品期日 2営業日後の15時
納品方法 CD 主管課 国保（資格）

担当者 村井 内線 3493

その他

2/2



所属 国保医療年金課　収納係
データ名 ペイジー
帳票名 口座振替依頼書
説明 国保の振替用口座として登録する情報が記載されている申請

書。
収納係窓口で登録し、銀行より承認済みの情報。

※項目３・４・１５においてはH～S列の送付票のように提出。
　5・6・7・16においては入力不要。



ペイジー＿仕様書

ヘッダー部(コンビニ収納(標準))

No 項目
項目内
容

最大桁数 編集仕様

0 （空行） - - 改行のみの空白。

データ部(コンビニ収納(標準))

No 項目
項目内
容

最大桁数 編集仕様

1 宛名番号 半角英数 10
市町村で対象者を一意に識別する管理番号を設定する。
※前ゼロ埋め

2 税目ｺｰﾄﾞ 半角英数 2

税目の識別コードを設定する。
"11"：保険料（税）
"14"：資格・給付
"17"：滞納

3 申込年月日 半角英数 8 口座の利用を申込した年月日を設定する。
4 開始年月日 半角英数 8 口座の利用を開始した年月日を設定する。
5 廃止年月日 半角英数 8 口座を廃止した年月日を設定する。
6 口座停止日 半角英数 8 口座を停止した年月日を設定する。
7 停止解除日 半角英数 8 停止解除日を設定する。
8 銀行ｺｰﾄﾞ 半角英数 4 （全銀協）金融機関コードを設定する。

9 支店ｺｰﾄﾞ 半角英数 5
（全銀協）支店コードを設定する。
銀行コードが「9900」の場合、支店コードは5桁。
「9900」以外は3桁。

10 口座番号 半角英数 8

口座番号を設定する。
銀行コードが「9900」の場合、口座番号は8桁。
「9900」以外は7桁。
※各桁数に足りていない場合は前ゼロ埋め

11 預金種別区分 半角英数 1
預金種別区分を設定する。
"1"：普通預金
"2"：当座預金

12 名義人ｶﾅ 半角英数 30
口座名義人の氏名（カナ）を設定する。
※半角カナで入力

13 名義人漢字 全角 30 口座名義人の氏名（漢字）を設定する。

14 振替区分 半角英数 1
振替区分を設定する。
"1"：全期前納引落
"3"：期別引落

15 掲載希望区分 半角英数 1
「1」固定。
※マスキングの有無で、無しの場合は"0"

16 備考 全角 160 備考を設定する。

データ内容 ペイジー
ファイル名 ペイジー 拡張子 .csv
可変or固定 可変 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 1
改行 あり 文字コード UTF-8
持込サイクル 月次 納品期日 ２営業日後　15時
納品方法 CD 主管課 国保（収納）

担当者 山口　拓哉 内線 3467

その他

2/2



所属 国保医療年金課　収納係
データ名 依頼書
帳票名 口座振替依頼書
説明 国保の振替用口座として登録する情報が記載されている依頼

書。
銀行へ郵送し承認されたもの。
レイアウトが更新される前、後の依頼書が混在する。



※項目３・４・１５においてはＷ～ＡＧ列の送付票のように提出。5・6・7・16においては入力不要。



ヘッダー部(コンビニ収納(標準))

No 項目
項目内
容

最大桁数 編集仕様

0 （空行） - - 改行のみの空白。

データ部(コンビニ収納(標準))

No 項目
項目内
容

最大桁数 編集仕様

1 宛名番号 半角英数 10
市町村で対象者を一意に識別する管理番号を設定する。
※前ゼロ埋め

2 税目ｺｰﾄﾞ 半角英数 2

税目の識別コードを設定する。
"11"：保険料（税）
"14"：資格・給付
"17"：滞納

3 申込年月日 半角英数 8 口座の利用を申込した年月日を設定する。
4 開始年月日 半角英数 8 口座の利用を開始した年月日を設定する。
5 廃止年月日 半角英数 8 口座を廃止した年月日を設定する。
6 口座停止日 半角英数 8 口座を停止した年月日を設定する。
7 停止解除日 半角英数 8 停止解除日を設定する。
8 銀行ｺｰﾄﾞ 半角英数 4 （全銀協）金融機関コードを設定する。

9 支店ｺｰﾄﾞ 半角英数 5
（全銀協）支店コードを設定する。
銀行コードが「9900」の場合、支店コードは5桁。
「9900」以外は3桁。

10 口座番号 半角英数 8

口座番号を設定する。
銀行コードが「9900」の場合、口座番号は8桁。
「9900」以外は7桁。
※各桁数に足りていない場合は前ゼロ埋め

11 預金種別区分 半角英数 1
預金種別区分を設定する。
"1"：普通預金
"2"：当座預金

12 名義人ｶﾅ 半角英数 30
口座名義人の氏名（カナ）を設定する。
※半角カナで入力

13 名義人漢字 全角 30 口座名義人の氏名（漢字）を設定する。

14 振替区分 半角英数 1
振替区分を設定する。
"1"：全期前納引落
"3"：期別引落

15 掲載希望区分 半角英数 1
「1」固定。
※マスキングの有無で、無しの場合は"0"

16 備考 全角 160 備考を設定する。

データ内容 口座振替依頼書
ファイル名 依頼書 拡張子 .csv
可変or固定 可変 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 1
改行 あり 文字コード UTF-8
持込サイクル 月次 納品期日 ２営業日後　15時
納品方法 CD 主管課 国保（収納）

担当者 山口　拓哉 内線 3467

その他



所属 国保医療年金課　収納係
データ名 還付口座
帳票名 還付請求書
説明 国保の還付口座として登録する情報が記載されている請求

書。
レイアウトが更新される前、後の請求書が混在する。

※項目２・３・４・５・１５においてはJ～AG列の送付票のように提出。6・7・１４・16においては入力不要。



還付請求書_仕様

ヘッダー部(コンビニ収納(標準))

No 項目
項目内
容

最大桁数 編集仕様

0 （空行） - - 改行のみの空白。

データ部(コンビニ収納(標準))

No 項目
項目内
容

最大桁数 編集仕様

1 宛名番号 半角英数 10
市町村で対象者を一意に識別する管理番号を設定する。
※前ゼロ埋め

2 税目ｺｰﾄﾞ 半角英数 2

税目の識別コードを設定する。
"11"：保険料（税）
"14"：資格・給付
"17"：滞納

3 申込年月日 半角英数 8 口座の利用を申込した年月日を設定する。
4 開始年月日 半角英数 8 口座の利用を開始した年月日を設定する。
5 廃止年月日 半角英数 8 口座を廃止した年月日を設定する。
6 口座停止日 半角英数 8 口座を停止した年月日を設定する。
7 停止解除日 半角英数 8 停止解除日を設定する。
8 銀行ｺｰﾄﾞ 半角英数 4 （全銀協）金融機関コードを設定する。

9 支店ｺｰﾄﾞ 半角英数 5
（全銀協）支店コードを設定する。
銀行コードが「9900」の場合、支店コードは5桁。
「9900」以外は3桁。

10 口座番号 半角英数 8

口座番号を設定する。
銀行コードが「9900」の場合、口座番号は8桁。
「9900」以外は7桁。
※各桁数に足りていない場合は前ゼロ埋め

11 預金種別区分 半角英数 1
預金種別区分を設定する。
"1"：普通預金
"2"：当座預金

12 名義人ｶﾅ 半角英数 30
口座名義人の氏名（カナ）を設定する。
※半角カナで入力

13 名義人漢字 全角 30 口座名義人の氏名（漢字）を設定する。

14 振替区分 半角英数 1
振替区分を設定する。
"1"：全期前納引落
"3"：期別引落

15 掲載希望区分 半角英数 1
「1」固定。
※マスキングの有無で、無しの場合は"0"

16 備考 全角 160 備考を設定する。

データ内容 還付請求書
ファイル名 還付口座 拡張子 .csv
可変or固定 可変 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 1
改行 あり 文字コード UTF-8
持込サイクル 週次 納品期日 ２営業日後　15時
納品方法 CD 主管課 国保（収納）

担当者 山口　拓哉 内線 3467

その他

2/2



所属 国保医療年金課　収納係
データ名 配当
帳票名 配当
説明 配当用の領収証書。



配当仕様書

標準システム　期別納付書(MPN準拠)　ヘッダー部　※No.7、8、9は日計箋で入力内容を指定

No 項目
開始
位置

桁
数

編集仕様

1 データ長 1 4 「0055」固定
2 シート情報 5 8 半角スペース8桁
3 フォーマット名 13 8 半角スペース8桁
4 フォーマットID 21 2 「00」固定
5 フォーマットID予備 23 4 半角スペース4桁
6 SEQ番号 27 6 「000000」固定

7 収納日(和暦) 33 7
西暦を和暦変換する。
令和の場合は5YYMMDD
平成の場合は4YYMMDD

8 領収日(和暦) 40 7
領収日付印の西暦を和暦変換する。
令和の場合は5YYMMDD
平成の場合は4YYMMDD

9 束番号 47 6
束番号「40」&期別納付書(MPN準拠)のヘッダー部No7(収
納日(和暦))の下4桁
※領収日毎に40(初期値)からカウントアップ

10 一連番号初期値 53 3 「000」固定

標準システム　期別納付書(MPN準拠)　データ部
No 項目

開始
位置

桁数 編集仕様
1 データ長 1 4 「0078」固定
2 シート情報 5 8 半角スペース8桁
3 フォーマット名 13 8 半角スペース8桁
4 フォーマットID 21 2 「36」固定
5 フォーマットID予備 23 4 半角スペース4桁

6 SEQ番号 27 6
初期値「000001」から開始し、入力レコード1行に対して１
ずつカウントアップする。
束番号が変わるごとに初期値「000001」にする。

7 納付区分 33 3 「204」固定
8 確認番号 36 6 領収証書の「確認番号」
9 納付番号 42 13 領収証書の「納付番号」 ※前0埋め

10 納付額 55 11 領収証書の「納付金額」 ※前0埋め
11 口座区分コード 66 2 「81」固定
12 手入力督促料 68 3 「000」固定
13 手入力延滞金 71 8 領収証書の「延滞金」 ※前0埋め

データ内容 配当
ファイル名 yyyymmdd配当 拡張子 csv
可変or固定 固定 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 10
改行 あり 文字コード UTF-8
持込サイクル 不定期（月0～数回） 納品期日 当日希望（難しければ翌日）

納品方法 CD 主管課 国保（収納）

担当者 新城 内線 3466

その他 ファイル名のyyyymmddはデータ作成年月日。

日計箋にデータ作成年月日・件数・金額・収納日・領収日・

束番号・口座区分コードを記載します。

領収日毎にヘッダーを出力。
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所属 国保医療年金課　高齢者医療係
データ名 納入済通知書
帳票名 納入済通知書
説明

窓口/八潮：５ その他：９

窓口/八潮：５ その他：９

１

5 8

4

9
11

1
13

15

1

1

６



仕様書

No 項目
項目内
容

最大桁数 編集仕様

1 タイムスタンプ-日付 半角英数 8 20250902※日計せんの項目をそのままコピー
2 タイムスタンプ-時刻 半角英数 8 13000000　※固定値とする
3 市町村コード 半角英数 5 13109　　　※固定値とする

4 被保険者番号 半角英数 10
01539196▯▯ ※▯は半角スペースを表す。被保険者番号8
桁の後ろに半角スペースを２つ設定する。

5 賦課年度 半角英数 4 2025
6 相当年度 半角英数 4 2025
7 徴収方法区分 半角英数 1 "2"（普通徴収）　※固定値とする
8 期別 半角英数 2 02
9 通知書番号 半角英数 14 60620250000030

10 収納区分 半角英数 1 "1"（収納）　※固定値とする
11 保険料収納金額 半角英数 10 000003900@  ※金額前ゼロ9桁 + @
12 延滞金額 半角英数 10 000000000@  ※金額前ゼロ9桁 + @
13 督促手数料額 半角英数 10 000000000@  ※金額前ゼロ9桁 + @
14 還付加算金 半角英数 10 000000000@  ※金額前ゼロ9桁 + @

15 領収日 半角英数 8
 20250902※日計せんの項目をそのままコピー　領収印の
日付

16 収納日 半角英数 8 20250902※日計せんの項目をそのままコピー
17 消込日 半角英数 8 0000000000　※ALL0（8桁）固定値とする

18 納付区分 半角英数 1
"5"（窓口）　か"9"（その他）　※固定値とする　※９その他
は今後検討

19 OCR読込み番号 半角英数 8 0000000000　※ALL0（8桁）固定値とする
20 年金保険者コード 半角英数 8 半角スペース8桁の固定値とする
21 消込ファイルデータ区分 半角英数 1 半角スペース1桁の固定値とする
22 消込ファイルエラー区分 半角英数 1 半角スペース1桁の固定値とする
23 過誤納年度 半角英数 4 0000000000　※ALL0（4桁）固定値とする
24 過誤納連番 半角英数 7 0000000000　※ALL0（7桁）固定値とする
25 過誤納内訳連番 半角英数 3 0000000000　※ALL0（3桁）固定値とする
26 過誤納整理連番 半角英数 3 0000000000　※ALL0（3桁）固定値とする

データ内容 納入済通知書
ファイル名 GB52100T 拡張子 .dat
可変or固定 固定 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 157
改行 あり 文字コード SJIS
持込サイクル 日次 納品期日 持ち込み日15時
納品方法 CD 主管課 国保（後期）

担当者 秋元 内線 3554

その他
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所属 国保医療年金課　資格係
データ名 仮徴収
帳票名 仮徴収決定通知書
説明 公示送達する仮徴収決定通知書。



納入通知書仕様書

ヘッダー部

No 項目 必須 桁 編集仕様

1 レコード区分 － －

2 返送年月日 － －

3 返送区分コード － －

4 返送理由 － －

データ部

No 項目 必須 桁 編集仕様

1 発行管理番号 ○ 13 帳票印字の発行管理番号。　※前ゼロ埋め

取込処理のバッチパラメータ「ファイルモード」に「0:
ヘッダなし」を指定する事を前提としているのでヘッダー
部は不要。(１レコード目からデータ部を作成する)

データ内容 仮徴収決定通知書
ファイル名 仮徴収 拡張子 csv
可変or固定 固定 ﾚｺｰﾄﾞ長or項目 0
改行 あり 文字コード UTF-8
持込サイクル 月次 納品期日 2営業日後の15時
納品方法 CD 主管課 国保（資格）

担当者 村井 内線 3493

その他
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【別紙2】入力予定件数一覧

所属課 データ名 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 1回あたりの持込件数 1月あたりの持込件数 レイアウトのファイル名 備考

税務課 A-各種特徴納入書・私製分納入書 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 1,900 22,800 0～800件
持込件数：1,700～1,900件
持込回数：毎営業日

・「【税務課】（特徴納入書各種）データ入力レイアウト」

B-４連領収書 1,050 1,050 1,050 1,050 1,050 1,050 1,050 1,050 1,050 1,050 1,050 1,050 12,600 0～100件
持込件数：600～1,050件
持込回数：毎営業日

・「【税務課】（4領収書）データ入力レイアウト」

C-再発行納付書 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350 16,200 0～300件
持込件数：10～1,350件
持込回数：毎営業日

・「【税務課】（再発行用納付書MPN）データ入力レイアウ
ト」

今後の運用方法により件数が減少する可能性あり

入力合計 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300 51,600

国保医療年金課 給付費充当分（８２） 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 240 １～１０件 １～２回（不定期） 03_【収納係】（給付費充当）データ入力レイアウト

新納付書 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 16,800 １０～７０件 毎日 07_【収納係】（新納付書）データ入力レイアウト

換価（８３） 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 1,080 １０～３０件 ３回（不定期） 01_【収納係】（換価）データ入力レイアウト

督促公示送達データ 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 500 6,000 １０～５００件 １回 08_【収納係】（督促状）データ入力レイアウト

納入通知書 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 4,200 50件
持込件数：40～350件
持込回数：月１回

【資格係】（納入通知書）データ入力レイアウト

口振データ 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 150 1,800 ４０～１５０件 １回
05_【収納係】（口座依頼書（ペイジー））データ入力レイア
ウト

還付執行データ 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500 18,000 ５０～３００件 ４～５回 02_【収納係】（還付請求書）データ入力レイアウト 

配当 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 120 １０件 ０～１回（不定期） 09_【収納係】（配当）データ入力レイアウト

後期高齢済通（８５）　 240 240 240 240 240 240 240 240 240 240 240 240 2,880 ０～２０件 週3回＝12回/月（不定期） 20251119【後期】（納入済通知書）データ入力レイアウト

仮徴収のお知らせ 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 50 50 150 ２０～５０件 月１回(２月～４月のみ) 【資格係】（仮徴収決定通知書）データ入力レイアウト

デリバリ回数（往復）1日1往復 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 240

入力合計 4,310 4,260 4,260 4,260 4,260 4,260 4,260 4,260 4,260 4,260 4,310 4,310 51,270

総入力合計 8,610 8,560 8,560 8,560 8,560 8,560 8,560 8,560 8,560 8,560 8,610 8,610 102,870



 

 

         個人情報の保護に関する特記事項                     

       

（個人情報の保護） 

第１ 受託者（以下「乙」という。）は、この契約による事務を履行するにあたって

は､個人情報の保護に関する法律(平成15年法律第57号)、行政手続における特定の

個人を識別するための番号の利用等に関する法律(平成25年法律第27号)、品川区個

人情報の保護に関する法律施行条例(令和5年品川区条例第3号) および品川区議会

個人情報の保護に関する条例(令和5年品川区条例第12号)の趣旨にのっとり、個人

情報の保護を図るものとする。 

 （責任者等の明確化） 

第２ 乙は、本件委託業務（以下「業務」という。）における個人情報の取扱いの責任

者および業務従事者の管理体制および実施体制を書面で明確化し、責任者は、本件特

記事項を適切に実施するよう業務従事者を監督しなければならない。 

（教育の実施） 

第３ 乙は、個人情報の保護、情報セキュリティに対する意識の向上、本件特記事項に

おいて責任者および業務従事者が遵守すべき事項その他業務の適切な履行に必要な教

育および研修を、責任者および業務従事者全員に対して実施しなければならない。 

（秘密保持義務） 

第４ 乙は、この契約の履行により直接または間接に知り得た個人情報を第三者に漏え

い、または不当な目的に使用してはならない。契約終了後または解除された後も同様

とする。 

２ 乙は、業務の従業者または従業者であった者についても、前項の規定による義務を

遵守させなければならない。 

（個人情報保護に関する規程の提出） 

第５ 乙は、個人情報保護管理に関する社内規程を品川区（以下「甲」という。）に提

出しなければならない。当該規程を変更する場合も同様とする。 

（処理施設、処理日程および作業担当者の通知） 

第６ 乙は、この契約に係る電算処理施設、処理日程および作業担当者を甲に通知しな

ければならない。 

（再委託の制限） 

第７ 乙は、この契約による業務を第三者に委託してはならない。ただし、当

該業務の全部又は一部についてやむを得ず第三者に委託する必要があるとき

は、あらかじめ次に掲げる事項を甲に通知し、甲の承諾を得なければならな

い。また、再委託者(再委託者が委託先の子会社(会社法(平成17年法律第86号)

第2条第1項第3号に規定する子会社をいう。)である場合も含む)に対してもこ

の契約を遵守させなければならない。 

ア 再委託する業務の内容 

イ 再委託の相手方 

ウ 再委託の期間 

エ 再委託が必要な理由 

オ 再委託の相手方に求める個人情報保護措置の内容 

別紙３ 



 

 

カ 再委託先の相手方の監督方法 

キ その他甲が必要と認める事項 

２ 前項ただし書の場合、乙は、この契約により求められる安全管理措置と同

等の措置を講ずることができる事業者を再委託先とし、この契約と同等の安

全管理措置を義務付ける再委託契約を結ばなければならない。また、乙と再

委託の相手方との契約内容にかかわらず、甲に対して再委託の相手方による

個人情報の取扱いに関する責任を負うものとする。 

３ 乙は、再委託契約において、再委託の相手方に対する監督および個人情報

の安全管理の方法について具体的に規定しなければならない。 

４ 乙は、業務を再委託した場合、その履行を管理監督するとともに、甲の求

めに応じて、その状況等を甲に報告しなければならない。 

５ 第１項から前項までの規定は、再委託した業務をさらに委託する場合につ

いて準用する。 

（目的外使用および外部提供の禁止） 

第８ 乙は、個人情報を委託された業務以外の目的に使用し、または加工、再

生等をしてはならない。また、第三者に閲覧、貸与、譲渡等の提供をしては

ならない。 

（複写および複製の禁止） 

第９ 乙は、個人情報の全部または一部を甲の許可なく複写し、または複製してはなら

ない。甲の許可を受けて複写したときは、電算処理業務の終了後直ちに当該複写した

個人情報を消去して、再生または再使用できない状態にしなければならない。 

（個人情報の授受） 

第１０ 甲および乙は、個人情報の授受に従事する者をあらかじめ定め、その引き渡し

は、定められた日時、場所において送付書等の書面を取り交わして行わなければなら

ない。 

（個人情報の保管および管理） 

第１１ 乙は、個人情報の保管および管理について、善良な管理者の注意をもってあた

り、個人情報の漏えい、消滅、き損等の事故を防止するとともに、適正な管理のために

必要かつ適切な措置を講じなければならない。 

（データの保護措置） 

第１２ 乙は、個人情報へのアクセス制限等、データ保護に関する措置を講じなければ

ならない。 

（返還） 

第１３ 乙は、この契約による業務を終了後もしくは解除された後または甲が請求した

ときは、この契約に係る個人情報を直ちに甲に返還しなければならない。 

（廃棄） 

第１４ 乙は、当該個人情報を甲の指示に基づき廃棄するときは、第三者の利用に供さ

れることのないよう善良な管理者の注意をもって焼却または裁断等により処分しなけ

ればならない。 

２ 乙は、個人情報の廃棄を行った後、廃棄した情報項目、媒体名、数量、廃棄日時お

よび廃棄方法、廃棄場所、廃棄担当者等の内容を記録し、書面により甲に報告しなけ

ればならない。 



 

 

（搬送） 

第１５ 乙は、個人情報が記録された磁気ファイル、帳票等を専用ケースに収納し、事

故防止を講じたうえ搬送しなければならない。 

（持出しの禁止） 

第１６ 乙は、個人情報を甲が指示する施設以外に持出してはならない。 

（作業場所の特定） 

第１７ 乙は、個人情報を取り扱う場所を定め、業務の着手前に書面により甲に報告し

なければならない。 

（立入検査および調査） 

第１８ 甲は、個人情報の管理状況について、乙（再委託者を含む。）に対して随時に

立入検査または調査をし、必要な報告を書面で求め、業務の処理に関して指示を与え

ることができる。 

（遵守状況の報告） 

第１９ 乙は、甲から、個人情報の取扱いの状況について報告を求められた場合は、直

ちに報告しなければならない。 

２ 乙は、個人情報の取扱いの状況に関する定期報告および緊急時報告の手順を定めな

ければならない。 

（事故の報告） 

第２０ 乙は、事故が発生し、または発生したおそれがあるときは、直ちに甲に通知し、

当該事故の解決に努めるとともに、遅滞なくその状況を書面をもって甲に報告し、甲

の指示に従わなければならない。 

（公表措置） 

第２１ 甲は、業務に関し個人情報の漏えい等の事故が発生した場合は、必要に応じて

当該事故に関する情報を公表することができる。 

（契約の解除および損害賠償義務） 

第２２ 乙が本件特記事項に定める各条項に違反した場合は、甲はこの契約を解除する

ことができる。 

２ 乙は、本件特記事項に定める各条項に違反した場合は、損害賠償の責任を負う。 

 

 


